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ママが笑顔なら、家族も笑顔になれる
この人に逢いたい！聞きたい ！  話したい ！  「ほっと・はーと・なら」

～ママが仲間とつながる、再び社会と関わる第一歩を～

団体名：FIRST Step

代表：
設立：

木下　姿菱さん（ニックネーム JOY）
２０２５年４月

　台湾の「自分の意見を持ち、助け合う文化」と、日本の「繊細
さや周囲への配慮」。双方の良さを掛け合わせ、育児中の女性が
安心して学び合い、励まし合える場所をつくりたい。その想い
からFIRST Stepは始まりました。
　イベント・学び・仕事・仲間とのつながりを通して、 ママの「やってみたい！」
を応援し、 一人ひとりの可能性を広げる活動をしています。

　奈良に縁のある多彩な分野で活躍されている方々にスポットをあて、活動への熱い想いと
「福祉（幸せ）」についてお話をお聞きするこの特集。
　今回は、橿原市を拠点に子育て中のママに自由と自立を育むコミュニティ｢FIRST Step｣ 
の代表木下 姿菱さんにお話を伺いました。

▲親子山登り ▲ママたちのキッチン旅
　～台湾編

▲お金が味方になる講座

Q
A

この活動を始められたきっかけについて、教えてください。

　私自身は台湾人で、日本に来て結婚・出産を経験しました。台湾では結婚や出産後も仕事を続ける女性
が多い一方、日本では家庭に入る女性が台湾に比べて多いことに驚きました。
　その背景には、子育てしながら働き続けるための環境や、「稼ぐのは夫、家事育児は妻」という固定的な役
割分担の価値観があるのでないかと感じています。そんな様子を見ている中で｢子育て中のママが仲間と
つながり、再び社会と関わる第一歩を踏み出す場を提供したい｣「ママにもやりたいことを諦めず、自分ら
しく輝いてほしい」という思いから｢FIRST Step｣を立ち上げました。

Q
A

現在どのような活動をされていますか。

　メンバーは、私の思いに共感したママ友を中心に、現在会員は２９名、そのうち企画や運営に携わるコア
メンバーは８名います。子育てや仕事をしているメンバーが多いため、できるだけ負担にならないよう、主
な連絡手段や相談はグループLINEで行っています。
　活動の内容は、毎月１回、子育て中のママたちが関心を持ち、楽しみながら参加できるイベントを企画し
ています。栄養学講座や味噌、麹などの調味料づくり、台湾料理教室、お片付け講座など、メンバー同士で話
し合いながら、興味のあることや学びたいことをもとに決めています。イベントは、子どもが学校へ行って
いる時間帯に開催したり、オンラインで実施するなど、ママたちが参加しやすい工夫をしています。
　活動情報の発信は、公式ＬＩＮＥのほか、Instagram、Webアプリなどを活用しています。

きのした ず りん
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Q
A

設立してまだ１年、今後の活動展開についてお聞かせください

　現在は、グループのＰＲや活動を継続していくための基盤づくりなど、まだまだ多くの課題があります。
今後は、企業や自治体などさまざまな方々と連携しながら、活動への理解や応援の輪を広げ、安定して
活動を続けられる環境を整えていきたいと考えています。
　また、ママ達が社会とつながりを持ち、子育てや仕事、そして自分自身がやりたいことを大切にでき、
子育て中だからといって自分の可能性や夢を諦めることなく、一歩を踏み出せる場を増やしていきたい
です。
　そのためにも、お金の運用やＳＮＳの活用など、日々の暮らしやこれからの活動に役立つスキルを学
べる講座も企画し、ママたちの「やってみたい」を後押ししていきたいです。将来的にはパパも参加で
きる活動を展開していきたいと思っています。
「ママが輝いていたら、家庭も輝く。ママが笑顔なら、家族も笑顔になれる。」
その思いを胸に、これからもママたちに寄り添いながら、一人ひとりが輝ける地域づくりを目指して活
動を続けていきます。

HP Youtube Instagram

Q
A

今年5月に大きなイベントを開催したと聞きましたが …

　５月１６日 (土 )橿原市役所分庁舎ミグランスで｢２０２６　FIRST Step マママルシェ｣を開催しました。
　ママたちが自身の能力を発揮し、本気でチャレンジできる機会の提供、ママ同士が交流を深めてもらい
たいと願い企画しました。
　当日は約４００人が来場し、１５のママブースと６つの企業ブースに出展いただきました。また、出展するマ
マたちが、安心して活動できるように託児所も設けました。出展者からは、｢温かい雰囲気の中で、販売に集
中できた。｣｢私にもできる。と自信が持てた。｣と再出展を希望する声が９０％
を占めました。
　さらに、パパの仕事を通じて植物が身近にあったママに、苔などを用いた“寄
せ植え”の出展を勧めたところ、マママルシェに向けて作品づくりを研究し、初
めてブースを出展された方がいます。その後もＳＮＳでの発信を続け、フォロ
ワーが増えたことが自信につながり、現在は他のマルシェにも出展するなど、
活躍されています。｢FIRST Stepとの出会いが、自分自身や毎日を変えるきっ
かけになりました。｣と、感謝の言葉をいただいたことは、何より嬉しかったで
す。一人のママの「やってみたい」という気持ちが、実際の行動や新たな挑戦に
繋がり、その姿を間近で見られることが、活動を続ける大きな励みとなり、やり
がいを感じています。
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　奈良県社会福祉協議会では、支援現場で見えてきたこども・若者の孤立や、地域の多様な暮らしの課題
に向き合うため、福祉基金や寄付金を活用した新たな「応援の仕組み」を構築しました。高校生世代が安心
して過ごせる居場所づくりや、権利擁護に取り組む民間団体の皆さまの挑戦を支え、活動の輪を地域へと広
げていくための助成金です。２つの助成金創設の背景や趣旨をはじめ、民間団体の皆さまとともに目指す地
域の姿をご紹介します。

　本会では、こども食堂との関わりや生活困窮者自立支援などの実践を通して、地域でこどもを温かく包み
込む「居場所づくり」や「学習・生活支援」の重要性を実感してきました。こどもたちが抱える「つながり」や「経
験」の貧困に加え、中学から高校への環境の変化になじめず中退・孤立に至るケースが増加しています。中
退からの再スタートが難しいことで孤立が長期化してしまう状況も起こりやすく、今まさに高校生世代への
手厚い支援が求められています。

つながる、広がる、地域活動を支える。
新しい応援の仕組みがスタート！

◎なぜ今、高校生世代への支援が必要なのか～環境の変化に揺れるこどもたち

　本会では令和５年、「小津こども福祉基金」を活用して「こどもの未来応援事業」を立
ち上げました。今回、その取り組みの柱の１つとして、「高校生世代の居場所づくり応援
助成金」を創設しました。高校生世代の孤立を防ぎ自分らしさを取り戻すには、単なる経
済的支援だけでなく、あたたかいつながりの中で自己肯定感を育むことができる「居場所」
と「必要なケアを受けられる体制」が不可欠です。助成金の創設にあたっては、先進事例
の視察や地域の活動団体との意見交換を重ね、助成金のあり方を検討しました。

◎福祉基金を活用した新たな一歩～「居場所づくり応援助成金」の創設

孤立を防ぎ、つながりを育む ～高校生世代の居場所づくり応援助成金～

どのような助成金
が求められている
か、関係者と意見
を交わしました。

大阪府立西成高校
の校内居場所カフェ
「となりカフェ」を
視察。
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高校生世代の居場所づくり応援助成金
　

地域生活・権利擁護サポート助成金
　

　多感で不安を抱えやすい高校生世代には、家庭や学校以外の「第３の居場所」が求められる場面があります。
本助成金は、こども・若者を支える民間団体の挑戦を応援し、そうしたあたたかな場を県内全域へ広げるた
めに創設されました。福祉・教育機関や地域住民が連携し、若者が「ここに来てよかった」と思える居場所
と支援の輪が、奈良県全体に広がっていくことを目指しています。

◎「ここに来てよかった」と思える場を～地域で育む高校生世代の未来

住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けるために ～地域生活・権利擁護サポート助成金～

◎地域の支え合いを広げる基金を創設

　少子高齢化や人口減少などを背景に、地域で暮らしを支える基盤が弱まり、「住み慣れた地域で自分らし
く暮らし続けたい」という思いを実現するための支援がますます重要になっています。そこで本会では、「地
域の福祉に役立ててほしい」と本会に寄せられた寄付金をもとに令和6年4
月に「地域ささえあい基金」を創設しました。
　地域生活・権利擁護サポート助成金は、地域ささえあい基金を活用した、
奈良県内で「住民の生活や権利をまもる」活動を支える助成金です。地域で
活動したい人の想いと、それを応援したい人の想いを循環させ、持続可能な
地域の助け合いを育みます。困難を抱える人への直接支援をはじめ、支援ネッ
トワークの構築、調査・研究、普及啓発まで、権利擁護につながる幅広く柔
軟な取り組みを応援します。

奈良県社会福祉協議会では、誰もが孤立することなく、自分らしく安心して暮らせる地域社会を、
皆さまとともに創り上げていきたいと考えています。

　７月９日、奈良県社会福祉総合センターで高校生世代の居場所づくり応援
フォーラムを開催しました。当日は関心のある市民や活動者約７０名が参加。
専門家や実践者による講演・報告を通じ、家庭・学校以外の「第三の場」の必
要性を共有し、高校生が安心して過ごせる地域づくりへの思いを新たにしました。
基調講演：生田周二氏（奈良教育大学名誉教授）
実践報告：奥田紗穂氏（一般社団法人 officeドーナツトーク）　　
　　　　　横田健人氏（三宅町ユースセンタープロジェクト）

高校生世代の居場所づくり応援フォーラムを開催高校生世代の居場所づくり応援フォーラムを開催

地域福祉課
「こどもの未来応援事業」担当

地域福祉課
「ささえあい」担当

詳しく
知りたい方は
こちら！

令和 8年度の助成金採択団体を次ページ（P6）にて紹介します。
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Instagramフォロー・いいねお願いします！

保育人材バンク福祉人材センター

就職フェア、職場見学ツアー
の詳細はこちら！

福祉人材センター　福祉人材係　TEL：0744-29-0160 　お問合せ先

▲昨年の職場見学ツアーの様子

福祉職場見学ツアー福祉職場見学ツアー

利用者さんの日常の様子や、スタッフの皆さん
が感じている仕事のやりがいなどを知ることが
できるツアーです。

◎令和８年度採択団体

地域生活・権利擁護サポート助成金(順不同)

・ASUKAユーススペース（明日香村）
・あなたのまんま運営委員会（奈良市）

・こども支援団体ここいと（田原本町）
・特定非営利活動法人キャリアサポートセンター奈良（橿原市）

高校生世代の居場所づくり応援助成金(順不同)

人の支援とペットを飼い続ける支援事業
－ 生活困窮者、独居高齢者、孤独・孤立
　とペット（猫）の問題 －

社労士成年後見
センター奈良

成年後見人養成講座開催事業　
－ 地域の権利擁護を担う社会保険労務士
　の育成 －

一般社団法人
Hummingbird

「障害や生きづらさのある方やご家族が、
未来を不安に思わなくていい地域社会を
作る！」プロジェクト

ＮＰＯ法人
権利擁護支援センター
ななつぼし

ＮＰＯ法人
Life for cats 
in NARA

（仮称）身寄りのない人の生活安心サポート事業

tsunagu-place ワガママから始める居場所づくり　
－ 社会参加と地域の支え合いの伴走 －

社会福祉法人
平群町社会福祉協議会 不登校・ひきこもり等若年層の居場所づくり

ＮＰＯ法人無戸籍の人を
支援する会

職権消除・無戸籍・出生手続きに
関する啓発・相談支援事業

けんりようご・
ねっと奈良

顔の見える関係づくり・
成年後見制度等の周知又は相談事業

イチョウの会 生活支援サポート事業

見学スケジュール予定

9:00
AM

PM
16:00

集合（近鉄大和八木駅）
障害者施設フレンズまきば
昼食（施設にて）
医療法人 誠安会
解散（近鉄大和八木駅）

令和8年
　見学施設：

対  象  者：
参  加  費：　

①社会福祉法人 在友会
　障害者支援施設 フレンズまきば
　（上牧町の障害者支援施設）
②医療法人 誠安会
　介護老人保健施設 ぬくもり広陵
　（広陵町の高齢者施設）
福祉の仕事に興味・関心のある方
無料　
※昼食代（550円）や集合場所までの
　交通費は自己負担
　（昼食を希望しない方はご持参ください。）

10月12日（月・祝）　9：00～16：00
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Instagram
はじめました！

福祉人材センター　研修係 　TEL：0744-26-0225（直通）　E-mail：kenshu@nara-shakyo.jpお問合せ先

フ
ォ
ロ
ー

お
ね
が
い
し
ま
す

現在募集中の研修

トレンド研修「仕事と介護の両立」（現場職員向け）

      　

開催日：【令和8年12月2日】

　家族の介護・・・それは、福祉職場で働く皆さんにもやがて訪れる未来です。
　もし、親の介護が必要になったら、今の仕事と両立できますか ?
　いつか来るその時のために、今から考えてみませんか ？
　本研修では、仕事と介護の両立を疑似体験するゲーム「けあとの遭遇®」をメインに据え、
ゲームを通じて介護生活を疑似体験し、後半では仕事を辞めずに両立するための具体的な考
え方や工夫を学びます。自身のキャリアや未来を守るために、先ずは準備をしていきましょう ！

ピアスーパービジョン入門研修 開催日：【令和9年1月21日・1月28日】

　人材不足である現場の状況に即したスーパービジョンの形態―「ピアスーパービジョン」を学
びます。事例検討会などの日常的な場面をスーパービジョンとして活用し、職場の仲間同士で
支え合い、学び合い、育ち合える機会として実践、定着することを目指します。

あつまれ！福祉の１年生研修（冬編）  開催日：【令和9年1月25日】

　福祉職に入職してから頑張ってきた自分を振り返り、できるようになったこと、悩んでいるこ
と、これからのことを奈良県内の仲間たちと話してみませんか ？ ２年目に向けて、次の一歩を
一緒に考えましょう ！

研修係ホームページ

詳細・申込はこちら

研修管理システム

研修管理システムに
ご登録のうえ、

お申し込みください。

　毎年１０月に実施される、介護支援専門員実務研修受講試験
に合格された皆様を対象に実施する「介護支援専門員実務研修」
を１３３名の方が修了されました。
　長期間にわたる研修では、講義やグループワークを通して介
護支援専門員として必要な知識や技術を学びました。
　修了された皆様、おめでとうございます。今後それぞれの地
域でご活躍されることを心より応援しております。

令和7年度介護支援専門員実務研修が終了しました！

　介護支援専門員（ケアマネージャー）の資格を
取得するためには、毎年１０月に実施される「介護
支援専門員実務研修受講試験」に合格した後、
「介護支援専門員実務研修」を修了する必要があ
ります。
　奈良県では、１４日間の講義・演習に加え、２１
時間の実習を含む研修を実施しています。
　介護支援専門員として必要な知識や技術を学
び、研修修了後は、都道府県にて登録をした後、
地域で活躍するケアマネージャーとしての第一
歩を踏み出します。

介護支援専門員実務研修受講試験って？ ケアマネージャー資格取得まで
一定期間の実務経験

（対象の業務に限ります）

介護支援専門員実務研修受講試験
合格

介護支援専門員実務研修修了

都道府県へ登録

ケアマネジャーとしての第一歩

★福祉人材センター研修係からのお知らせ★★福祉人材センター研修係からのお知らせ★参加者募集！
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すこやか長寿センター　TEL：0744-29-0120　E-mail：sukoyaka@nara-shakyo.jpお問合せ先

人生１００年時代の到来・・・　
健康で生きがいに満ちた生涯現役をめざしてみませんか
何かの役にたちたい、何かを始めたい、
そんな想いをすこやか長寿センターがかなえます！

令和８年度元気シニア養成講座　～健康ゲーム指導士～

開催日時
対 象 者
会 場

講 師
内 容

定 員

ゲームを通じて社会参加や健康寿命の延伸をもたらす健康ゲームは、最近シニア世代でも人気が急上昇しています。
初めての方でも大歓迎、生きがい・健康増進の目的であなたも挑戦してみませんか。
●
●
●

●
●

●

：
：
：

：
：

：

令和８年１０月１８日（日）１３：３０～１６：３０
県内在住の概ね５５才以上の方　
奈良県社会福祉総合センター４階　教養文化室
（橿原市大久保町３２０-１１）
日本アクティビティ協会　代表　川崎　陽一氏　　
ｅスポーツがもたらす効果、機器の接続方法、活用方法など
※講座終了後は、健康ゲーム指導ボランティアグループ｢ｅスポーツ・なら｣による活動報告
４０名（定員になりしだい締切ます）

健康ゲーム指導士とは…
　健康ゲーム指導士とは、ゲームを通して健康と交流を応援する人材で、個人やグルー
プ・集団に対する実践の企画・運営・管理を行います。本会では、シニア世代が健康ゲー
ムを通して活力と健康の増進、地域での普及を図ることができるため、令和６年～７
年に開催した「元気シニア養成講座～健康ゲーム指導士～」を開催し、受講したメンバー
１２名が修了後「ｅスポーツなら」を結成し、県内各地で普及活動を行っています。

　現在は月１回の体験会の開催や各地域の高齢者施設・地域サロン・子ども学級からの依頼で出張体験会を実施
しています。ｅスポーツは従来のスポーツと比較して身体的な負担が少なく、シニア世代でも無理なく取り組むこ
とができます。活動することで、健康維持や仲間との出会いから多様な交流へつながり、地域コミュニティの活
性化、さらには多世代交流を促す新しいアプローチとして期待されます。
　１０月には３年目の養成講座を開催し、共に活動するメンバーを募っていきます。ぜひ、この機会にｅスポー
ツにチャレンジ、仲間と共に県内各地に普及してみませんか。（下記養成講座参照）
　また、今後はシニア世代を対象としたｅスポーツ県大会の実施、令和１０年１１月に東京都で開催予定の｢全国
健康福祉祭（ねんりんピック）｣へ奈良県代表選手として出場するため、プレーヤーの育成に取り組みます。

シニア世代の新たな社会参加の選択肢として

～健康ゲームでシニア世代の新たな健康・生きがいづくり～　
健康ゲーム指導士　シニアグループ｢ｅスポーツ・なら｣

ならシニア
元気フェスタの開催

高齢者スポーツ・文化交流大会
シニア県展の開催 全国健康福祉祭

（ねんりんピック）への選手派遣

元気シニア
大募集 !！

申込みはこちらから！

奈良県社会福祉協議会すこやか長寿センターでは、高齢者の生きがい健康づくり事業を推進しています。

など
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情報

赤い羽根共同募金運動にご協力をお願いします。

助成団体からの「ありがとうメッセージ」の一部をご紹介します

Con brio( 橿原市 )

運動期間：10月1日～ 3月31日

<令和 8年度助成計画>

つながりをたやさず支えあう社会づくり

※重点助成6分野

募金目標 (助成計画 )額　148,000,000円

◆福祉に関する情報発信　
◆ボランティア活動支援　
◆小地域ネットワーク活動　
◆福祉出前講座　等 

57,496,500円

　皆さまからお寄せいただいた寄付金は、県内の福祉団体、ＮＰＯ
法人、ボランティアグループ、社会福祉協議会などの民間団体に助
成し、障害児・障害者、高齢者、子ども・若者、生活に困窮されている
方などの支援活動や、災害時のボランティア活動の資金として役立
てられています。
　また、奈良県共同募金会では、6つのテーマ(※)を重点助成分野
として、さまざまなメニューにより助成を行っています。

①誰をも受け入れ、誰もが参加できる地域づくり 
②健康でいきいきと暮らし続けられる地域づくり
③生きづらさを抱える子ども・若者とその家族への支援
④災害ボランティア活動・防災・減災活動への支援
⑤生活に困難を抱える人たちへの緊急支援 
⑥福祉のこころ芽生える人づくりへの支援

住民全般 ◆こども食堂　
◆ひとり親家庭交流会
◆子育てサロン
◆福祉体験学習　等             

8,943,000円

◆高齢者見守り活動　
◆ふれあいサロン
◆配食サービス　
◆敬老会
◆歳末見舞金　等

21,833,500円

◆体育・スポーツ大会
◆手話通訳ボランティア
　養成講座
◆障害者の自立・就労支援　等　

　12,728,000円

4,116,000円

◆更生保護活動　
◆生活困窮者への
　フードドライブ等支援
◆相談・訪問活動 等

4,934,000円

大規模災害発生時の
災害ボランティアセンターの
設置・運営等を支援(積立金)

                                4,440,000円

「赤い羽根募金 奈良県ぴ～すぺ～すプロジェクト」
公的な制度だけでは解決できない福祉課題・地域課題に関する活動
◆多世代交流
◆こども食堂　等   

共同募金運動推進費　

33,509,000円

　障害の有無に関わらず、出演者も来場者の方々も一
緒に音楽を楽しむ交流会を開催させていただきました。
　アンクルン演奏を聴き、障害者の活躍を見聞きして
もらえました。会場全員で手話をしながら歌い、その
後は出演者のアンクルン演奏に合わせて観客が手話
をし、会場全体が一体となって参加者全員で音楽を作
りあげれました。
　これも皆さまからの
ご寄付をいただけたお
かげです。
　本当にありがとうご
ざいました。

こども食堂いかるが (斑鳩町 )
　皆さまのご支援のおかげで、食堂の場の提供を続
けることができています。
　活動の基本は、温かな「食事」と「場」の提供ですが、
支援者の方々の気持ちが地域の子供たちにきっち
りと伝わるよう、食の内容だけではなく、イベント
等についても、常に知恵を絞り、工夫を凝らしてい
ます。
　これからも、支援者の
方々とそれを受ける参
加者の方々との橋渡し
に努めてまいります。　
　本当にありがとうご
ざいます。

子ども
子育て

困難を
抱える人

高齢者

災害支援障害児
障害者

安全・安心に
暮らせる
居場所づくり
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〒634-0061 橿原市大久保町320番11　奈良県社会福祉総合センター 4F
TEL：0744-29-0173　FAX：0744-29-0174
E-mail：info@nara-akaihane.com

社会福祉法人  奈良県共同募金会

県共募HP 公式インスタグラム

【助成申請受付期間】令和8年10月26日（月）～令和8年12月14日（月）
　市町村域をまたがる活動や単一市町村域内での活動への助成など、さまざまな助成メニューが
あります。
　詳しくは、ホームページ等に掲載します(令和8年10月上旬予定)

助成金を希望される団体の皆さまへ

　共同募金運動は、戦後からの住民相互の助けあいの精神が脈々と受け継がれ、今年80回目の節目を
迎えます。これまでの感謝をこめて記念イベントを開催します。
　皆さまのご来場を心よりお待ちしています。

一定の金額以上の募金協力でオリジナルグッズを進呈する「グッズ募金」を展開しています。
今年度は、共同募金運動80回目を記念したグッズも製作しました。
お申し込みは、奈良県共同募金会まで。

●開催日時
　令和8年10月7日（水）14:00開始（13:30開場）
●会場
　DMG MORI やまと郡山城ホール（大ホール）
●入場
　無料（どなたでもご参加いただけます）
●プログラム
　・オープニング　奈良県立畝傍高校音楽部による合唱
　・表彰式　赤い羽根共同募金運動にご貢献いただいた個人・団体を表彰
　・赤い羽根コンサート　松本真理子マリンバの世界
●特別企画
　・せんとくんと記念撮影  ①13:00～14:00 ②15:00～15:30
　・パネル展示「赤い羽根共同募金80年のあゆみ」
　・会場で共同募金へのご協力を受け付けています。

　一般募金・NHK歳末たすけあい募金等を財源に、地域での民間福祉活動・
支え合い活動(令和9年度実施事業)に助成します

これまでの皆さまへの感謝をこめて、「赤い羽根80th感謝のつどい」を開催します!

グッズ募金による寄付もあります !!

来場にあたっては、公共交通機関を
ご利用ください。

松本真理子様

ハンドタオル せんとくんコラボ
ステッカー

せんとくんコラボ
ピンバッジ

募金バッジ
(中央共募製作)

募金バッジ
(近畿府県共募製作)

畝傍高校音楽部
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令和６年度も多くの方々から地域福祉活動推進のために
温かい善意のご寄付を頂戴いたしました。

奈良県中央善意銀行　令和6年度報告奈良県中央善意銀行　令和7年度報告
多くの方々から地域福祉活動推進のために
温かい善意のご寄付を頂戴いたしました。
多くの方々から地域福祉活動推進のために
温かい善意のご寄付を頂戴いたしました。

●あいおいニッセイ同和
　奈良支店プロ会
●あいおいニッセイ同和
　損害保険株式会社奈良支店
●アミパラ橿原店
●（一財）近畿陸運協会
●（一社）生命保険協会　奈良県協会
●（株）アネックス
●（株）エン・コンシェル
●（株）栗原製作所
●（株）ジェイテクト
●（株）ジェイテクトサーモシステム
●（株）東急コミュニティー
●（株）奈良大和生薬
●（株）南都銀行
●（株）バルカーシールソリューションズ

【ビギナーコース】
●NPO法人 wellMe
　事業名：産前産後全てのママのwellbeingの向上を
　　　　　 目指す為の支援事業

●移動文化基地 terra.co.ya
　事業名：terra.co.ya の寺子屋
●motto
　事業名：ONE DAY 駄菓子の日／motto食堂
●ボランティアグループ うえるびー
　事業名：地域ボランティア

●夢工房どうで わんぱくキッチン
　事業名：山添村民高齢者の配食サービス連携会議の開催と、
　　　　　 必要な衛生用品の整備事業

●特定非営利活動法人 子育て家庭保育看護協会
　事業名：「奈良県の多胎家庭に特別感と非日常を！」
　　　　　 わくわくおでかけイベント支援事業

●FIRST　Step
　事業名：FIRST Step

【ステップアップコース】
●特定非営利活動法人 Genki Future Dreams 47 げんきみらい食堂
　事業名：初めてのタブレット学習、外国人講師との英会話、地域住民と料理イベントを通しての交流事業
●NPO法人 今井まちなみ再生ネットワーク
　事業名：高齢者の孤独・孤立問題解消のための「すまい」と「からだ」の相談ひろば「なごみ茶屋」の運営と、閉じこもりがちな高齢者の
　　　　　実態把握および課題収集、ならびに今後の多世代コミュニティのあり方の検討

●奈良スコーレ
　事業名：奈良の多様な学びMAPづくり

ご支援・ご協力ありがとうございました。

計１０団体　助成総額　1,930,976円

頂戴したご寄付は奈良県内のボランティア・ＮＰＯ団体等の地域福祉活動に助成し、
有効に活用させていただきました。

令和７年度　助成団体一覧

●奈良県自動車販売店協会
●奈良県退職女教師の会
●奈良県トラック協会 ダンプ部会
●奈良県農業協同組合
●奈良県遊技業協同組合
●奈良県理容生活衛生同業組合
●奈良交通（株）
●奈良市ポイント運営事務局
●奈良トヨタ（株）
●ニチアス（株）
●ニッタ（株）
●ビッグテクノス（株）
●ホンダ奈良自販（株）
●大和信用金庫
●ＧＭＢ（株）

ご寄付いただいた方々（敬称略・五十音順）

●（株）ホンダネットキンキ
●（株）マルヒサ
●（株）やまと蜂蜜
●関西遊技機商業協同組合
●近畿労働金庫　奈良地区本部
●（公財）森田記念福祉財団
●（公社）生命保険ファイナンシャル
　アドバイザー協会奈良県協会
●佐藤薬品工業（株）
●全国共済農業協同組合連合会　奈良県本部
●大和ハウス工業（株）奈良工場
●帝塚山大学現代生活学部食物栄養学科
●天龍化学工業（株）
●奈良ＯＡシステム（株）
●奈良観光バス（株）

総合ボランティアセンター　TEL：0744-29-0155　FAX：0744-26-0234　お問合せ先

本号のP2-3
「ほっと・はーと・なら」で
ご紹介しています。




